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一般財団法人

●  

コ
ン
ロ
周
り
や
グ
リ
ル
内

を
き
れ
い
に
保
つ
。

コ
ン
ロ
の
注
意
点

●  

タ
オ
ル
や
調
理
油
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
は
周
囲

に
置
か
な
い
。

●  

調
理
中
は
目
を
離
さ
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
お
う
ち
時
間
が
増
え
、

コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
ま
す
。
そ
の
分
、
火
災
の

リ
ス
ク
も
高
く
な
る
の
で
、
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

●  

衣
服
に
燃
え
移
ら
な
い
よ

う
気
を
付
け
る
。

●  

外
出
等
、
目
を
離
す
時
は
電
源
を

必
ず
切
る
。

暖
房
器
具
の
注
意
点

●  

洗
濯
物
を
近
く
に
干
さ
な
い
。

●  

給
油
す
る
時
は
電
源
を
必
ず
切
る
。

●  

異
臭
や
異
常
燃
焼
が
し
た
ら
、

す
ぐ
に
電
源
を
切
っ
て
業
者
に

見
て
も
ら
う
。

暖
房
機
周
辺
や
玄
関
横
の
物
置
に
あ
る
灯
油
コ
ッ
ク
や
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
、

日
頃
か
ら
安
全
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
灯
油
漏
れ
な
ど
の
異
常
を
感
じ

た
ら
、
す
ぐ
に
担
当
支
所
に
連
絡
を
！

●  

足
を
引
っ
掛
け
や
す
い
位
置
に
な
っ

て
な
い
か
。

●  

灯
油
コ
ッ
ク
と
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
締
具

に
緩
み
は
な
い
か
。

●  

ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
ひ
び
割
れ
は
な
い
か
。

灯
油
漏
れ
に
注
意

物置の灯油配管周辺の油じみ

例年、住民参加型のイベントとして開催してき
た地域サミット。昨今のコロナ禍のなか昨年に
引き続き、地域を元気にしようと活動する方た
ちの様子をお届けします。

【参加予定団体】
・道営住宅季実の里団地
・シニアネット
・地域のあそび場　ゆとりの
・リリーラブ！元気の会
・リフレッシュサロン

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

DVD ＆ YouTube
３月公開予定！

お楽しみに♪

※
資
料
提
供   

札
幌
市
消
防
局

※
資
料
提
供   

札
幌
市
消
防
局



第５７号（２）

●  

適
切
な
靴
を
選
ぶ
。

家
の
中
で
の
転
倒
事
故
同
様
、
雪
道
で
の
転
倒
事
故
に
よ
っ
て
も

多
く
の
方
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
道
で
転
ん
で
け
が
を

し
な
い
た
め
に
は
、
次
の
３
つ
が
大
切
で
す
。

雪
道
で
の
「
転
倒
」
事
故
に
注
意

●  

歩
き
方
を
意
識
す
る
。

●  

滑
り
や
す
い
危
険
な
場
所
を
知
る
。

冬
型
事
故
を
防
ぐ

冬
本
番
を
迎
え
、
落
氷
雪
や
除
排
雪
作
業
な
ど
で
様
々
な

冬
型
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
事
故
回
避

の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

落
氷
雪
事
故
を
防
ぐ

●  

軒
先
の
落
下
危
険
区
域

に
は
近
づ
か
な
い
。

●  

氷
雪
の
大
き
さ
を
注
視
し
、
小
さ
な
う
ち
に
安
全
を

確
認
し
取
り
除
く
。

●  

氷
雪
が
落
下
し
そ
う
な
時
は
安
全
措
置
を
講
じ
、
担

当
支
所
へ
連
絡
す
る
。

●  

自
治
会
で
氷
雪
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に

行
う
。

雪道で滑らない歩き方のポイント

滑りやすい場所で
は、歩幅は小さく
歩きます。

つるつる路面では、
靴の裏全体をつけ
て歩く「すり足」
のような歩き方が
有効です。

冬は時間に余裕を
もって出掛けま
しょう。滑りそう
な道を避けること
が、転倒防止には
重要です。

寒
さ
が
緩
む
と
、
屋
根
に
積
も
っ
た
氷
雪
が
突
然
落
ち

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
凍
結
を
防
ぐ

●  

長
期
間
不
在
の
場
合
は
、
ト
イ
レ
タ
ン
ク
の
水
抜
き
、
便
器
・

洗
濯
機
・
洗
面
台
の
排
水
口
ト
ラ
ッ
プ
に
不
凍
液
を
入
れ
る
。

●  

寒
さ
が
厳
し
い
夜
は
、
就
寝
前
に
水
道
の
水
落
と
し
を
行
う
。

●  

旅
行
や
宿
泊
な
ど
の
外
出
前
に
は
、
必
ず
水
道
の
水
落
と
し

を
行
う
。

水
落
と
し
の
際
は
水
抜
き
バ
ル
ブ
の
部
屋
番
号
を
確
認
し
、
蛇
口

の
水
が
止
ま
っ
た
こ
と
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

結
露
を
防
ぐ

●  

な
る
べ
く
各
室
の
室
温
に
差
を
付
け
な
い
。

●  

常
に
換
気
を
心
が
け
る
。

●  

で
き
る
だ
け
水
蒸
気
を
出
さ
な
い
。

結
露
は
室
内
の
炊
事
や
洗
濯
物
な
ど
か
ら
発
生
し
た
水

蒸
気
が
、
外
に
排
出
さ
れ
な
い
た
め
に
発
生
し
ま
す
。

特
に
断
熱
・
気
密
性
能
が
高
い
住
宅
で
は
、
適
切
な
室

内
換
気
や
結
露
予
防
が
必
要
で
す
。

●  

煙
突
の
な
い
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
は
、
結
露
が
発

生
し
や
す
く
危
険
な
た
め
、
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

住み慣れた家の中でも、転倒や転落事故が数多く発生しています。これらの
事故は大きなけがに繋がりかねませんが、その多くは少しの注意で防ぐこと
ができます。事故の原因を知り、事前の対策を心掛けましょう。

段差や玄関、廊下などでの転倒

■  段差に気を付け、床に電気コー
ドを引いたりチラシなどを置か
ない。

■  階段や玄関の床に滑り止めを設置。

階段やベッド、脚立、椅子からの転落

■  階段やベッドに手すりや柵を設置。

■  脚立や椅子に上がるときは、家
族など補助者に支えてもらう。

危険！

10分前には
着くかな…

※
資
料
提
供   

札
幌
市
消
防
局
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（３）令和３年１２月発行

犬・猫などのペット飼育につ
いての苦情が増えています。
入居者の中には、動物アレル
ギーの人や、鳴き声や臭いに
敏感な人もいます。ご協力を
お願いします。

②  減免を途切れさせないため、「家賃減免申請
書」に必要事項を記入のうえ、収入に関する
証明書等を添付して、２月から３月末までに
各支所等に提出してください。

① 家賃の減免は、対象になっているすべての方
が、３月末で期間満了となりますので、４月
以降も減免を受けるためには、新たに申請
する必要があります。

③ ４月になりましたら、新たな減免期間や家賃
を記載した、「減免決定通知」を送付します。

●  車は所定の駐車区画以外には絶対に置かない、
置かせない。

● 登録者以外の駐車場利用には、来客用カードの
使用を徹底する。

●  駐車区画の除雪や車上の雪下ろしはこまめに
行い、周囲の区画に迷惑をかけない。

● 団地内通路に長時間駐車している車には、日頃
から注視する。

● 危険な迷惑駐車は、自治会
などにすぐ連絡する。

令和２年度より、家賃や駐車場使用料の支払いは、
口座振替払いが原則となりまし
た。つきましては、現在入居さ
れている方で納付書払いの方は、
口座振替払いへの切り替えにご
協力をお願いします。

連絡先・問い合わせ先  　まずはこちらに連絡を！

対応する業務 対応する日・時間 団地所在地
連絡先（問合せ先）

所管支所名 電話 所在地

・各種届出

・各種相談

・収入申告

・減免申請

・設備の故障

・修繕等

月～金曜日
8：45 ～ 17：30

第２・４土曜日
8：45 ～ 12：30

札幌市東区、西区、
南区、北区、中央区、
豊平区、石狩市

札幌中央支所
（011）
711-3561

札幌市東区北12条東９丁目
光星第２団地１階

札幌市白石区、厚別区、
江別市、北広島市、
恵庭市、千歳市

札幌東支所
（011）
891-1534

札幌市厚別区上野幌３条１丁目
厚別光陽団地内

小樽市 小樽支所
（0134）
33-9698

小樽市緑１丁目１ー１
小樽赤十字会館１階

緊急対応が必要な

・設備の故障
・ 漏水、停電、灯油漏れ等

上記※以外の時間 全ての団地

日曜日・祝祭日・平日の早朝夜間の専用連絡先

緊急連絡センター
（011）-752-1404

（1月８日は
　   お休みします）

※
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北広島市

北
広
島
広
葉
町
団
地
４
丁
目
自
治
会
で
は
、茶
話
会
や
日
帰
り
旅
行
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
か
ら

一
時
休
止
中
で
す
が
、こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
自
治
会
長
の
松
田
司

さ
ん
と
運
営
に
携
わ
る
５
名
の
方
に
伺
い
ま
し
た
。

北
広
島
広
葉
町
団
地
は
、北
広
島

駅
か
ら
徒
歩
圏
内
の
緑
豊
か
な
環
境

に
あ
り
ま
す
。
９
棟
の
う
ち
、広
葉
町

４
丁
目
に
所
在
す
る
５
棟
を
ま
と
め
る

自
治
会
で
は
、２
０
１
５
年
か
ら
住
民

同
士
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
、会
長
の

松
田
さ
ん
を
中
心
に
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
活
動
の
発
起
人
と
な
っ
た

後
藤
さ
ん
は
ご
自
身
の
退
職
を
き
っ

か
け
に
、近
所
の
方
と
も
っ
と
気
軽
に

会
え
る
機
会
を
増
や
し
た
い
と
自
治

会
に
働
き
か
け
、渡
辺
さ
ん
と
と
も
に

「
４
丁
目
お
茶
の
間
会
」を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。「
会
う
機
会
が
増
え
れ
ば

見
守
り
に
も
つ
な
が
る
し
、孤
独
死
の

予
防
に
な
る
の
で
は
、と
提
案
し
ま
し

た
」と
後
藤
さ
ん
。

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
現
在

は
活
動
休
止
中
で
す
が
、そ
れ
ま
で
は

毎
週
水
曜
日
に
行
う
集
会
所
で
の
茶

話
会
を
は
じ
め
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
て
き
ま
し
た
。「
景
品
付
き
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
は
盛
り
上
が
る
ん
で
す
」と

長
堀
さ
ん
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
ビ
ー

ル
片
手
に
楽
し
む
な
ど
、一
層
に
ぎ
や

か
に
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、北
広
島
市
の
福
祉
バ
ス
を

利
用
し
た
、年
に
２
回
の
日
帰
り
バ
ス

旅
行
も
好
評
で
、毎
回
多
く
の
参
加
者

で
賑
わ
う
と
の
こ
と
。
石
狩
市
望
来

で
お
花
見
の
あ
と
に
浜
益
の
温
泉
に

行
っ
た
り
、小
樽
や
美
唄
ま
で
足
を
延

ば
す
こ
と
も
あ
り
、人
気
が
あ
る
の
も

納
得
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
係
決
め
は
、後

藤
さ
ん
、渡
辺
さ
ん
、福
祉
委
員
の
株

本
さ
ん
ら
女
性
が
中
心
と
な
っ
て
行

い
、お
弁
当
の
用
意
な
ど
力
が
必
要
な

と
き
は
小
比
賀
さ
ん
た
ち
男
性
の
出

番
と
な
り
、上
手
に
補
い
合
い
な
が
ら

運
営
を
続
け
て
い
ま
す
。
参
加
す
る

住
民
か
ら
も
「
み
ん
な
に
会
え
て
話

も
で
き
る
か
ら
い
い
」と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
る
そ
う
で
す
。「
さ
ら
に
多
く
の

●
道
営
住
宅
の
イ
キ
イ
キ
と
し
た
活
動
を
ご
紹
介
♪

動
を
ご
紹
介
♪

北
広
島
広
葉
町
団
地
４
丁
目
自
治
会

■
掲
載
広
告
は
広
告
主
の
責
任
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

北
海
道
住
宅
管
理
公
社
が
推
薦
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
で
和
気
あ
い
あ
い

丹精込めた花壇はコン
クールで優秀賞を受賞し
たことも（左）。今年の
花壇ではコスモスを育て
ました（上）

自
治
会
運
営
に
も
プ
ラ
ス
に

広場でのラジオ体操は気持ちが
いいと好評です

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い

で
す
ね
」と
委
員
の
皆
さ
ん
は
口
を
揃

え
ま
す
。

自
治
会
に
所
属
す
る
91
戸
の
う
ち
、

現
在
半
数
近
く
が
単
身
世
帯
、ま
た
住

民
の
８
割
が
70
代
以
上
と
な
っ
て
お
り

「
近
所
の
人
に
頼
ら
な
い
と
」と
考
え

る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

松
田
さ
ん
は「
会
が
あ
る
と
皆
さ
ん

が
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
て
、情
報

交
換
も
で
き
る
ん
で
す
。
お
か
げ
で
、

対
応
が
必
要
な
場
合
で
も
、素
早
く
対

処
で
き
ま
す
。
今
後
も
協
力
し
あ
い
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
取
材
／
９
月
24
日
）

（左から）長堀 茂さん、渡辺 咲子さん、
小比賀 武夫さん、株本 亜紀子さん、
松田 司さん、後藤 栄子さん
※撮影のためマスクを外しています


